
 

 

                                             

 

 -私の資産は、まちの資源 - 

まちの資源として個人資産を活用する  

道筋を考える  
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戦後の住宅不足を解消するための住宅政策は、未だかつてない多くの地主がい

る時代をつくりだした。現在、その地主の二代目が、手に入った家や土地をど

のように扱うべきか、持て余している。それが全国に 900万戸あると言われる空

き家とである。「小さな大家」「素人地主」の大量発生である。  

このような空き家を持つ人たちが、その資産を、経済的合理性を求めて運用す

るのではなく、まちの資源として活用し、所有者自身も人生に楽しみを見出す

ことができれば、家もまちも地域も幸せになれる、そのような不動産流通はど

のような枠組で可能となるのだろうか。  

本ワークショップでは、松戸市を拠点に地域づくりを進める寺井元一氏をお迎

えし、不動産業ではなく、空き家を活用したまちづくりに事業として取り組む

お話を伺い、またさまざまな立場から空き家の地域資源としての活用に取り組

む方々にお集まりいただき、個人資産を、まちの地域資源とする道筋について

議論する。  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


